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【
理
事
長
あ
い
さ
つ
】

本
日
こ
こ
に
、
第
百
八
十
三
回
総
代
会
を

開
催
す
る
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

本
日
の
総
代
会
に
は
、
ご
多
忙
中
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ご
来
賓
と
し
て
、
東
北
農
政
局

西
奥
羽
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所

丸
山

最
上
川
支
所
長
、
村
山
総
合
支
庁
産
業
経
済

部

木
村
農
林
技
監
、
山
形
市
農
林
部

渡

邉
次
長
、
山
辺
町
産
業
課

佐
藤
課
長
の
ご

臨
席
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
。
誠
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
後
程
ご
挨
拶
を
頂

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

総
代
の
皆
様
方
に
は
、お
盆
を
間
近
に
し
、

農
作
業
等
の
繁
忙
期
の
中
、
定
例
の
総
代
会

に
ご
出
席
を
頂
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
最
初
に

こ
の
た
び
置
賜
地
域
を

中
心
に
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
、
最
上
川
の

氾
濫
な
ど
県
内
各
地
で
甚
大
な
豪
雨
災
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
ま
し
た
方
々
に

対
し
ま
し
て
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
、
例
年
よ
り
一
ヶ
月
早
い

七
月
初
旬
に
梅
雨
が
明
け
ま
し
た
が
、
下
旬

に
は
梅
雨
の
戻
り
が
あ
り
、
雨
天
の
日
が
数

多
く
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、落
雷
が
頻
発
し
、

七
月
上
旬
に
は
当
区
の
門
伝
揚
水
機
場
周
辺

の
落
雷
事
故
の
二
次
被
害
を
受
け
、
電
気
設

備
の
制
御
装
置
破
損
に
よ
り
、
揚
水
機
の
運

転
停
止
に
至
り
ま
し
た
。
翌
日
よ
り
、
被
害

状
況
の
調
査
並
び
に
、
復
旧
作
業
の
準
備
を

始
め
ま
し
た
が
、
破
損
機
器
の
確
保
や
、
東

北
電
力
へ
の
被
害
の
通
知
等
、
一
次
復
旧
作

業
の
調
整
に
手
間
取
り
、
関
係
地
区
管
理
運

営
委
員
会
の
方
々
に
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
い
た
し
ま
し
た
。
理
事
会
の
管
理
部
会
を

中
心
に
し
て
、
初
動
対
応
及
び
、
各
地
区
関

係
者
へ
の
連
絡
体
制
の
問
題
点
に
つ
い
て
鋭

意
究
明
中
で
あ
り
、
今
後
か
か
る
事
態
が
生

じ
な
い
よ
う
努
力
を
し
て
参
り
ま
す
。

一
方
、
今
年
二
月
に
勃
発
し
た
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
武
力
侵
攻
は
、
わ
が
国
に

も
多
大
な
る
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。
特

に
、
農
業
面
に
お
い
て
は
、
石
油
・
Ｌ
Ｎ
Ｇ

等
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
の
不
安
定
化
に
よ
り
、

肥
料
、
農
業
資
材
、
燃
料
な
ど
の
価
格
高
騰

が
農
家
経
済
を
直
撃
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
全
国
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合

会
と
、
各
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

が
、
合
同
で
国
の
各
機
関
に
要
望
活
動
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
中
で
は
、
燃

料
価
格
や
、
農
事
用
電
力
料
金
の
高
騰
へ
の

対
応
な
ど
、
運
営
基
盤
強
化
に
対
す
る
支

援
、
更
に
、
水
田
活
用
の
直
接
支
払
い
交
付

金
の
見
直
し
に
お
い
て
水
張
り
ル
ー
ル
厳

格
化
に
よ
る
、
各
方
面
へ
与
え
る
影
響
を
最

小
限
に
と
ど
め
る
為
の
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
こ
と
や
、
老
朽
化
し
た
農
業
水
利
施

設
の
更
新
・
長
寿
命
化
や
豪
雨
・
地
震
対

策
の
推
進
等
に
つ
い
て
訴
え
て
ま
い
り
ま

し
た
。

結
び
に
、
組
合
員
皆
様
の
一
層
の
ご
発
展

と
、本
日
ご
参
会
の
皆
様
の
ご
健
勝
並
び
に
、

本
年
の
秋
の
豊
穣
を
祈
念
し
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

【
議
決
案
件
】

報
告
第
一
号

令
和
三
年
度
事
業
報
告
書
の
承
認
に
つ
い
て

議
第
一
号

令
和
三
年
度
財
産
目
録
の
承
認
に
つ
い
て

議
第
二
号

令
和
三
年
度
一
般
会
計
収
支
決
算
書
の
承

認
に
つ
い
て

（
他
五
十
六
議
案
）

第
一八
三
回
総
代
会
開
催

第
一八
三
回
総
代
会
開
催

第
一
八
三
回
総
代
会
が
、令
和
四
年
八
月
十
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。総
代
七

十
名
の
出
席
を
い
た
だ
き
審
議
が
進
め
ら
れ
上
程
さ
れ
た
令
和
三
年
度
各
会
計

決
算
な
ど
全
案
件（
五
十
八
議
案
）が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【質問をする蛇子総代】【第183回総代会】
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こ
の
度
、
当
土
地
改
良
区
第

十
一
代
理
事
長
広
谷
五
郎
左
エ
門

氏
の
任
期
半
ば
で
の
ご
退
任
に
よ

り
、
不
肖
私
が
互
選
の
結
果
新
理

事
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
も
と

よ
り
浅
学
菲
才
で
あ
り
、
組
合
員

の
為
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
広
谷
前
理
事
長
の
後
を
受
け
、
そ
の
職
に
就

く
こ
と
の
重
大
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
昨
今
の
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
世
界
情
勢
の
混
乱
の
中
、

農
業
生
産
資
材
の
高
騰
、
ま
た
そ
れ
に
伴
う
農
業
施
設
の
更
新
費
用
及
び

管
理
費
用
の
増
嵩
、
さ
ら
に
は
電
気
料
金
の
高
騰
な
ど
誠
に
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
近
年
、
自
然
災
害
の
頻
発
・
激
甚
化
な
ど
、
農
地
・
農
業
用
施
設

の
維
持
に
対
し
て
も
新
た
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
国
営
・
県

◆
役
員
（
理
事
）
補
欠
選
任
◆

第
三
被
選
任
区
理
事
の
欠
員
に
伴
い
、
第
一
八
三
回
総
代
会
に
お
い
て

理
事
の
補
欠
選
任
が
執
り
行
わ
れ
、
丹
野
憲
司
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

丹
野

憲
司
氏

山
形
市
大
字
今
塚

理事長 大築　義雅

広
谷
五
郎
左
エ
門
前
理
事
長
の
辞
任
に
伴
い
、
令
和
四
年

十
二
月
二
日
に
開
催
さ
れ
た
第
四
八
七
回
理
事
会
に
お
い
て
、

大
築
義
雅
理
事
が
理
事
長
に
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

営
事
業
で
造
成
さ
れ
た
施
設
を
始
め
、
各
地
区
の
施
設
に
お
い
て
も
耐
用

年
数
を
迎
え
、
積
極
的
な
更
新
事
業
や
改
修
、
長
寿
命
化
対
策
へ
の
推
進

を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
水
が
命
」
の
土
地
改
良
区
で
あ
る
こ
と
を
深
く
認
識
し
、
こ
れ
ま
で

以
上
の
負
担
軽
減
に
向
け
、
役
職
員
の
更
な
る
意
識
向
上
を
図
る
と
同
時

に
、
国
・
県
・
市
等
の
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け
を
行
い
、
食
料
生
産
の

基
盤
で
あ
る
農
地
を
守
り
、
育
む
と
い
う
重
要
な
役
割
を
果
た
す
た
め
万

全
を
期
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
、
当
土
地
改
良
区
に
対
す
る
組
合
員
皆
様
の
ご
理
解
と
、
よ
り

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
各
位
の
ご
清
祥
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

理
事
長
就
任
の
ご
挨
拶
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組
合
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
当
土
地
改
良
区
の
水
管
理
運
営
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
水
利
調
整
委
員
の
皆

様
に
は
各
施
設
の
管
理
及
び
調
整
を
し
て
い
た
だ
き
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

令
和
四
年
三
月
十
六
日
に
発
生
し
た
地
震
に
よ
り
中
央
幹
線
用
水
路
が
替
所
地

内
で
破
損
し
ま
し
た
。
相
当
に
大
き
な
被
害
状
況
で
し
た
が
、
五
月
七
日
の
揚
水

開
始
に
な
ん
と
か
間
に
合
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
復
旧
に
当
た
ら
れ
ま
し
た

改
良
区
の
役
職
員
の
皆
様
、
そ
し
て
工
事
関
係
の
方
々
始
め
、
関
係
機
関
の
皆
様

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

五
月
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
代
掻
き
田
植
も
終
え
稲
は
順
調
に
生
育
し
ま
し
た
。

幼
稲
形
成
期
に
入
り
始
め
た
七
月
五
日
、
落
雷
に
よ
り
西
部
地
区
門
伝
揚
水
機
場

の
電
気
系
統
に
障
害
が
発
生
し
数
日
間
機
能
停
止
に
陥
り
ま
し
た
。
時
期
と
し
て

中
干
し
期
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、
影
響
を
受
け
た
管
内
の
皆
様
に
は
大
変
な
ご
心

配
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
災
害
を
教
訓
と
し
て

様
々
な
予
防
的
対
応
や
対
処
を
し
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
同
七
月
、
水
利
調
整
委
員
三
役

で
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
最
上
川
頭
首

工
の
ト
ン
ネ
ル
内
排
風
機
の
働
き
、
荒
沼
の

堤
体
改
修
の
現
場
等
を
見
て
き
ま
し
た
。
管

内
の
研
修
で
し
た
が
充
実
し
た
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

　

利
水
豊
穣
を
旨
と
し
我
々
水
利
調
整
委
員

と
し
て
適
切
な
水
管
理
に
努
め
て
参
り
ま

す
。
今
後
共
組
合
員
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
水
管
理
を
振
り
返
っ
て

水
利
調
整
委
員
会
　
副
委
員
長
　
有

　
海

　
賢

　
二

　

八
ヶ
郷
地
区
管
理
運
営
委
員
会
は
国
道
一
一
二
号
線
西
側
か
ら
Ｊ
Ｒ
左
沢
線
ま

で
の
、
賦
課
面
積
三
二
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
係
る
農
道
・
水
路
・
揚
水
機
場
四
基
等

の
維
持
管
理
を
、
管
轄
す
る
各
工
区
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
八
ヶ
郷
と
は
、
江
俣
・
陣
場
・
陣
場
新
田
・
吉
野
宿
・
鮨
洗
・
内
表
・

中
野
・
船
町
の
八
集
落
が
馬
見
ヶ
崎
川
の
流
水
を
潅
漑
用
水
と
し
て
利
用
し
て
い

た
の
が
名
称
の
始
ま
り
で
、
こ
の
水
路
が
山
形
五
堰
の
一
つ
で
あ
る
八
ヶ
郷
堰
の

由
来
で
あ
り
、
八
ヶ
郷
と
い
う
名
称
が
現
在
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

馬
見
ヶ
崎
川
の
流
水
に
頼
っ
て
い
た
当
時
、
安
定
的
な
水
量
が
得
ら
れ
る
訳
が

な
く
、
度
々
の
干
ば
つ
に
見
舞
わ
れ
、
後
に
水
不
足
解
消
の
た
め
の
深
井
戸
に
よ

る
揚
水
機
場
を
設
置
し
て
、
水
利
を
確
保
し
水
不
足
に
備
え
た
よ
う
で
す
。
そ
の

後
、
江
俣
が
宅
地
開
発
に
よ
り
水
利
組
合
か
ら
離
れ
た
こ
と
に
よ
り
残
り
の
七
工

区
で
八
ヶ
郷
地
区
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
六
年
頃
よ
り
国
営
最
上
川
中
流
農
業
水
利
事
業
に
よ
り
最
上
川
か
ら

の
取
水
が
始
ま
る
と
、
常
に
安
定
し
た
水
量
が
得
ら
れ
、
安
心
し
て
米
作
り
が
出

来
る
と
思
え
る
瞬
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

八
ヶ
郷
堰
土
地
改
良
区
は
、平
成
六
年
に
最
上
川
中
流
土
地
改
良
区
に
合
併
し
、

八
ヶ
郷
地
区
管
理
運
営
委
員
会
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
合
併
か
ら
二
十
八
年
、
農
業
事
業
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
組
合

員
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
が
懸
念
さ
れ
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
も
問
題
視
さ
れ

て
い
ま
す
。
特
に
、
畑
地
に
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
、
当
委
員
会
で
は
五
工
区
が
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
に
取
り
組
ん
で
、
問
題
の
解
消
に
向
け
て
努
力
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
一
筋
縄
で
い
か
な
い
様
で
す
。
更
に
、
基
盤
整
備
か
ら
五
十
四

余
年
、
そ
の
後
も
各
工
区
で
改
修
、
補
修
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
経
年
劣
化
が
進

行
し
て
お
り
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
へ
の
取
組
が
一
層
重
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

私
達
は
、
近
代
農
業
の
礎
を
築
き
上
げ
た
先
輩
方
が
残
し
て
く
れ
た
財
産
を
後

世
に
美
し
い
形
で
渡
せ
る
よ
う
、
維
持
管
理
に
尽
力
し
て
参
る
所
存
で
す
。

地
区
管
理
運
営
委
員
会
だ
よ
り

八
ヶ
郷
地
区
管
理
運
営
委
員
会
　
委
員
長
　
前

　
田

　
信

　
雄

【R４.11.10開催　水利調整委員会】
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　当土地改良区の恒例行事である「利水豊穣秋の感謝祭」が令和４年10月25日（火）に執り行われ
ました。
　今年度についても、新型コロナウイルス感染症の影響により規模を縮小しての開催となり、利
水豊穣碑前にて最上川と馬見ヶ崎川の清水による「合水の儀」、「献水の儀」にて碑を清め、「感謝
の儀」により実りの秋に感謝を申し上げ拝礼を行いました。

『『山形市農畜産物フェスティバル山形市農畜産物フェスティバル』』（10月15日）
土地改良施設パネル展示を行いました

『山形五堰クリーン作戦』『山形五堰クリーン作戦』（11月６日）
当土地改良区の職員も参加しました

利水豊穣秋の感謝祭 （旧暦10月１日刈上げ）
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中
流
管
内
施
設
視
察

他
に
も
多
く
の
団
体
の
皆
さ
ん
が
研
修
に
み
え
ま
し
た
。

お
越
し
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【R4.10.14村山総合支庁】斎藤支庁長、武田経済産業部長、木村農林技監（兼）農村計画課長

去
る
十
月
十
三
日
、
県
内
の
国
営
施
設

を
管
理
し
て
い
る
十
の
土
地
改
良
区
を
代

表
し
て
、
吉
村
知
事
へ
土
地
改
良
事
業
の

推
進
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

　
　

総
務
課
主
任

佐
藤

善
啓

令
和
四
年
九
月
三
十
日
付
け
で
退
職

い
た
し
ま
し
た
。

今
後
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。 左より　吉村知事、幹事 佐貝理事長（県土地連会長・

米沢平野）、佐藤理事長（新庄）、広谷前理事長

知
事
要
望

知
事
要
望

山
形
県
国
営
造
成
施
設
管
理
者
会

職
員
退
職

職
員
退
職

農業農村整備関連現地視察
【R4.10.17 山形県】 小林総務部長、地主農林水産部長、草農村計画課長

【門伝揚水機場】【最上川頭首工】

【小水力南館発電所】【中央管理室】

十
月
三
十
一
日
、
山
形
テ
ル
サ
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
来
賓
と

し
て
吉
村
知
事
・
坂
本
東
北
農
政
局

長
他
の
ご
祝
辞
を
賜
り
、
土
地
改
良

功
労
者
の
表
彰
、
ま
た
全
国
水
土
里

ネ
ッ
ト
会
長
会
議
顧
問
の
進
藤
金
日

子
参
議
院
議
員
よ
り
「
日
本
の
食
料

を
考
え
る
」
と
題
し
て
の
特
別
講
演
、

結
び
に
地
域
農
業
の
推
進
な
ど
の
五

項
目
の
大
会
宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。

山
形
県
土
地
改
良
大
会

第
41
回

【
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

命
い
の
ち
の
最み

ず
上
川

　
　

う
る
お
う
大
地
に

夢
か
が
や
い
て
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当
会
は
山
形
市
西
部
「
村
木
沢
地
区
」
の
内
、
最
上
川
中
流
土

地
改
良
区
西
部
第
三
工
区
地
内
を
対
象
と
し
て
、
農
用
地
一
二
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
・
開
水
路
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
・
た
め
池
三
箇
所
・
農

道
等
の
資
源
を
地
域
全
体
で
支
え
る
べ
く
活
動
を
展
開
し
て
お
り

ま
す
。
近
年
、
地
域
の
た
め
池
が
〝
万
が
一
〞
決
壊
し
た
際
に
、

迅
速
・
的
確
な
避
難
が
出
来
る
よ
う
、災
害
被
害
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
作
成
が
行
わ
れ
て
お
り
、
地
域
民
の
方
々
の
安
心
感
を
高
め

る
方
策
と
し
て
た
め
池
監
視
シ
ス
テ
ム
（
オ
ン
ラ
イ
ン
で
常
時
監

視
）
を
導
入
し
て
お
り
ま
す
。
更
に
、
構
成
団
体
で
あ
る
村
木
沢

あ
じ
さ
い
営
農
組
合
・
村
木
沢
地
区
振
興
会
・
各
自
治
会
・
村
木

沢
子
供
育
成
会
等
で
行
わ
れ
る
、
農
業
資
源
の
維
持
・
環
境
保
全

向
上
対
策
（
地
域
の
清
掃
・
景
観
形
成
）・
耕
作
放
棄
地
の
現
況

調
査
及
び
対
策
に
つ
い
て
関
係
者
と
協
力
し
な
が
ら
展
開
し
て
お

り
ま
す
。
年
々
、
地
域
の
方
々
の
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
活
動

内
容
も
更
に
充
実
し
て
い
ま
す
。

多面的機能支払交付金　活動紹介多面的機能支払交付金　活動紹介

村木沢小学校田んぼの学習
支援活動

防草シートはりつけ作業

村
木
沢
み
ど
り
の
会

村
木
沢
み
ど
り
の
会会

長

広
谷
五
郎
左
エ
門

十
一
月
十
七
日
に
、
非
か
ん
が
い
期
に
お
け
る
土
地
改
良
施
設

の
状
況
確
認
作
業
の
一
環
と
し
て
、
西
奥
羽
土
地
改
良
調
査
管
理

事
務
所
・
山
形
県
・
村
山
総
合
支
庁
の
関
係
機
関
職
員
並
び
に
、

当
区
役
職
員
の
総
勢
十
五
名
が
参
加
を
し
て
、
朝
日
町
四
ノ
沢
地

内
の
最
上
川
取
水
口
か
ら
、出
口
で
あ
る
山
辺
町
大
字
根
際
ま
で
、

約
十
㎞
に
及
ぶ
西
部
幹
線
ト
ン
ネ
ル
の
踏
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
西
部
幹
線
ト
ン
ネ
ル
は
、
昭
和
五
十
六
年
に
供
用
開
始
さ

れ
て
か
ら
四
十
一
年
が
経
過
し
て
老
朽
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
度
の
踏
査
に
お
い
て
異
常
箇
所
は
見
つ
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
最
大
七
・
八
㎥
／
ｓ
の
水
を
導
水
す
る
基
幹
施
設

で
あ
り
、
今
後
も
管
内
の
田
畑
を
潤
し
、
安
定
的
な
水
の
供
給
を

図
る
べ
く
維
持
管
理
に
万
全
を
期
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国営施設国営施設 西部幹線用水路の踏査（幹線トンネル）西部幹線用水路の踏査（幹線トンネル）

【参加した関係者一同】
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